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　近年，病理解剖の実施率は低下傾向に
あり，全国的に見てもいまや数％程度で
ある。島根大学医学部附属病院においても，
20年前は年間80例程度であった病理解
剖数が，いまでは20数例まで落ち込んで
いる。このような状況の中で，剖検率の
低下に歯止めをかける意味も含め，当院
では，小林祥泰病院長（現・島根大学学 
長）のトップダウンでオートプシー・イメー
ジング（Autopsy imaging：Ai）を導入し，
2011年6月27日より，中四国地方初とな
るAi専用CT室を有するAiセンターが稼
働した1）。

当院Aiセンターの 
運用方針

　当院Aiセンターの設置目的は，「死
亡時画像検査により，法医学的な死因
究明の精度向上，効率化を図るとともに，
当院内死亡例の死因究明の透明性確保
と患者遺族への情報提供並びに臨床研
究の支援を推進すること」である2）。
　つまり，当院Aiセンターが対象とす
るご遺体は，①本院入院患者さんで死
亡を確認した方，②本院外来（救急部：
現・救命救急センター）で死亡を確認
した方，③本学医学部にご献体となっ
たご遺体，④司法機関依頼のご遺体，
⑤地域医療機関依頼のご遺体，である2）。
病院内に設置したAi専用CT室で，院
内外問わず，さまざまなご遺体を対象と
しているAiセンターは，おそらく当院の
みであろう。

　PACSは，検査目的別に3系統用意
した。院内配信用は院内既存の SDS 
Series（テクマトリックス社製）を使用
し，献体画像は放射線部内のOsiriXに
一時的に保管している。今後は，献体
画像を医学部解剖学講座のPACSにも
配信できるように，学部内のネットワー
クも整備する予定である。すべての画像
は，thin sliceデータも含めバックアップ
用としてHIS端末内のArray AOC（ア
レイ社製）に保管しており，必要があれ
ば後日，thin sliceデータにより，MPR
画像の作成やVR画像の作成などの画像
処理が可能である。また，生データ（raw
データ）を保管できるようにrawデータ
サーバも完備しており，rawデータ保管
中はいつでもさまざまな条件で画像再構
成ができる。事件関連や医療事故関連
の場合はthin sliceデータだけでなく，
rawデータも保管し，その後の裁判等に
備えるようにしている。幸いにも現在まで，
このような事例は起きていない。

Ai-CT検査の流れと方法

　院内死亡例は，病院内IDを使用し，
電子カルテ上で通常のCT検査依頼と同
様に，各診療科医師が検査オーダを出し
ている。警察依頼は，死亡時画像検査
申込書提出後に院内特別IDを発行し，
献体は，死亡時画像検査申込書提出後
に献体Noにより検査を行っている。
　承諾書は，死亡確認後，速やかに検
査を行えるように入院時の包括承諾書
に含めている。救急外来で死亡を確認

Ai専用CT室の設備

　Ai専用CT室は，入院棟1階の霊安室
と剖検室があるエリアに存在する。この
エリアは人通りが少なく，人目につきにく
い場所で常時施錠されており，ICカード
キーの職員証がなければ立ち入ることが
できない。また，近くに死亡退院時のご
遺体の搬出口があるが，外部依頼のとき
はここを搬入口として利用し，速やかに
ご遺体を検査室に搬入することができる。
　CT装置は，2005年3月に臨床機とし
て放射線部エリアに設置した「Aquil-
ion16」（東芝社製）を，Ai専用CT室
に移設し，使用している。放射線部の
機器更新により臨床で使用しなくなっ
た装置とは言え，全身を2分間で撮影で
きる高性能の16列マルチスライスCTで
ある。操作室にはHIS-RIS相乗り端末
が設置されており，その端末上で3D画
像作成用ワークステーションであるAZE 
VirtualPlace 雷神（AZE社製）が利用
可能である。当初は，3D画像作成用ワー
クステーションを設置することなく，CT
装置付属のアプリケーション上で3D画
像を作成していたが，技師の強い要望も
あり，高画質で操作性に優れる3D画像
作成用ワークステーションを導入した経
緯がある。これにより，HIS端末上でさ
まざまな画像処理を行うことが可能となっ
た。その中でも特に，外傷による全身の
損傷程度や骨折の検出には，volume 
rendering（VR）法による三次元画像表
示を多用している3）。
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